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チャートはコーン期先日足である。5/21に40190円をつけてから反発し、この40190円をサポートラインとして今

週は推移してきた。しかし現在このサポートラインを試しにいっており、ボリンジャーバンドも5/21とは異なり収

束を見せている。もしこのサポートを近日中に下方ブレイクした場合ボリンジャーバンドは拡大、下降バンド

ウォークの開始サインの形となるであろう。更に心理的節目である40000円も割り込んだ展開となった場合、今

度は単純パターン分析でも40190円をネックラインとしたＷトップを形成する事にもなり、トレンドフォロー型の市

場参加者の売りを巻き込んだ下落が起こる可能性が高い。一般大豆もコーンの下落の影響は受けるであろう

が、こちらはまだ日足チャートも押しの範疇。コーン売りのヘッジとして考えるのがよいであろう。穀物全体とし

ては当方弱気で対処したい。（5/30　　前引け現在）

　穀物相場はともに下値警戒局面となりそうだ。いよいよ3日からは食糧サミットが開催される。これまでのバイオ燃料

推進策による価格高騰という弊害に対し、どこまで具体的にメスを入れることができるか、当局以上に関心を寄せてい

るのが市場関係者ではないだろうか。バイオ燃料推進に当たっては、当初から食糧をエネルギーに転用するという道

義的な問題と、環境保護に本当につながるのかとの懐疑的な見方を示す向きもあった。そうした批判勢力を押さえ込

み、国策として米国はエタノール政策を進めてきたわけだが、いよいよ食糧問題が世界を揺るがすようになり、バイオ

燃料は欧州をも巻き込んで曲がり角を迎えている。食糧サミットが終われば、次は環境保護をテーマとした洞爺湖サ

ミットが控えている。大きな流れの変化が起きる可能性も排除できず、冷静に事態を見守る必要がありそうだ。

　また、市場ではファンドの投資規制に対する警戒感も急速に高まっている。例えば、シカゴコーンの場合には、イン

デックス･ファンドのロング･ポジションのシェアは約25％ある。何かしらの規制が掛けられれば、それは資金流出を意

味することから、相場は急落の火種を抱えているとも言える。直ぐに対応が取られるとは現地の市場関係者も考えて

はいないようだが、警戒するに越したことはない。原油相場の調整が進めば、海上運賃も下がることが考えられる。何

かと不安材料が目に付く環境と指摘しておきたい。

　
〔注目スケジュール〕
　5／30　米農務省（USDA）週間輸出成約高
　　　　 CFTC建玉明細
　6／ 2　USDAクロップ・プログレス
　　　　 USDA週間輸出検証高
　　　3　食糧サミット（5日まで）
　　　5　USDA週間輸出成約高
　　　6　CFTC建玉明細
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▼商品先物取引のリスクについて
　　 商品先物取引は、相場の変動により利益も損失も生ずるおそれのある取引です。ま
　　 た、取引本証拠金の額に比べて約15倍から約40倍という著しく大きな金額の取引を
　　 行うため、預託した取引証拠金の額を上回る損失が発生することがあります。

▼取引証拠金とレバレッジについて
 　　商品先物取引は委託に際して取引証拠金の預託が必要となります。お取引を始める
　 　際に預託する取引本証拠金の額は商品により異なり、最低取引単位（1枚）あたり
　 　13,000円から210,000円でお取引いただけます。但し、実際の取引金額は取引本証拠
　　 金の額の約15倍から約40倍という著しく大きな額になります。また取引証拠金等は、
　　 その後の相場の変動によって追加の預託が必要になることがありますので注意が必
　　 要です。またその額は、商品や相場の変動によって異なり、一様ではありません。
　　 ※上記取引証拠金は2008年6月1日現在の金額です。

▼取引手数料について
 　　商品先物取引の委託には委託手数料がかかります。その額は商品によって異なりま
　　 すが、最低取引単位（1枚）あたり1,154円（往復）から18,270円（往復）となります。
　　 ※上記委託手数料は2008年6月1日現在の金額です。

▼自己判断
  　 この資料は投資の参考となる情報提供を目的とするものです。投資の決定はご自身
  　 の責任と判断でなされますようお願い申し上げます。

※エイチ・エス・フューチャーズは日本商品先物取引協会に加入しております。
※当社の企業情報に関するディスクローズ資料は当社（本社・支店及びホームページ）
 　又は、日本商品先物取引協会（本部・支部及びホームページ）で閲覧できます。

※お取引に関する苦情・ご相談は、下記の窓口にて承っております。
　 エイチ・エス・フューチャーズ　苦情相談センター
　 TEL：0120-50-4288
   東京都新宿区西新宿5丁目3番2号
 
　 日本商品先物取引協会　相談センター
　 ［本部］
　　 TEL: 03-3664-6243　東京都中央区日本橋小網町9番4号　日商協ビルディング3階
　 ［中部支部］
　　 TEL: 052-220-1652　愛知県名古屋市中区丸の内1-16-2　商品取引所ビル2階
　 ［関西支部］
　　 TEL: 06-6543-8502　大阪府大阪市西区阿波座1-10-14　関西商取ビル4階
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